
日
が
落
ち
月
が
昇
る
こ
ろ
、
診
療

所
の
裏
口
を
出
て
、
車
庫
に
向
か
い

ま
す
。
お
い
し
い
ゴ
ボ
ウ
を
作
る
患

者
さ
ん
の
家
の
上
、
三
日
月
が
見
下

ろ
し
て
い
ま
す
。

私
は
子
供
の
待
つ
家
に
帰
り
ま

す
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
右
手
の
小

高
い
丘
か
ら
灯
台
の
よ
う
な
明
か
り

が
周
り
を
照
ら
し
ま
す
。
む
つ
み
に

海
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
風
邪
を
ひ

か
な
く
な
っ
た
双
子
の
家
の
前
、
子

煩
悩
な
お
父
さ
ん
が
仕
事
か
ら
帰
っ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
周
回
す
る
車

の
ラ
イ
ト
を
く
ぐ
り
、
私
は
カ
ー
ス

テ
レ
オ
の
音
に
合
わ
せ
歌
い
だ
し
ま

す
。ボ

ー
カ
ル
レ
ッ
ス
ン

五
年
前
、
む
つ
み
に
や
っ
て
き
た

冬
、
私
は
風
邪
を
ひ
き
ま
し
た
。
午

前
の
外
来
診
療
に
、
午
後
の
往
診

に
、
耳
元
で
話
し
て
半
分
も
伝
わ
ら

な
い
患
者
さ
ん
が
何
人
も
、
夕
方
に

は
声
が
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
た
私
は
、
ボ
ー
カ
ル
レ
ッ
ス
ン
の

本
を
買
い
ま
し
た
。
三
十
分
の
通
勤

が
練
習
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
で
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
も
声
だ

け
は
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。稲

や
野
菜
の
よ
う
に

む
つ
み
の
患
者
さ
ん
た
ち
は
、
働

き
者
で
す
。
あ
ぜ
の
草
を
刈
り
、
山

の
枝
を
う
ち
、
わ
ら
を
干
し
、
牛
を

飼
い
ま
す
。
丹
精
込
め
て
野
菜
を
育

て
ま
す
。
が
、
自
分
の
体
を
育
て
る

こ
と
は
苦
手
で
す
。
稲
と
野
菜
に
か

け
る
手
間
と
、
自
分
の
体
と
心
に
か

け
る
手
間
に
は
雲
泥
の
差
が
あ
り
ま

す
。私

は
、
患
者
さ
ん
や
ま
だ
患
者
さ

ん
に
な
っ
て
い
な
い
住
民
一
人
一
人

が
、
自
分
自
身
の
一
番
の
主
治
医
に

な
れ
た
ら
良
い
、
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
自
分
の
体

と
心
を
省
み
、
田
の
水
位
や
肥
料
を

調
節
す
る
よ
う
に
自
分
の
生
活
を
調

節
し
、
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
を
補
い

な
が
ら
自
分
を
一
番
理
解
で
き
る
主

治
医
に
な
れ
た
ら
良
い
の
に
、
と
。

そ
う
す
れ
ば
、
二
番
目
の
主
治
医
で

あ
る
私
の
出
番
は
、
き
っ
と
少
な
く

て
済
む
だ
ろ
う
に
、
と
。

患
者
さ
ん
が
自
分
の
主
治
医
に
な

れ
る
、
そ
の
手
伝
い
を
毎
日
の
診
療

の
中
で
行
う
、
こ
れ
が
、
今
、
私
が

む
つ
み
で
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
声

を
つ
ぶ
し
て
、
患
者
さ
ん
の
作
る
米

を
見
て
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
を
診

て
、
み
つ
け
た
こ
と
で
す
。

い
ろ
は
坂
に
は
か
な
わ
な
い
隣
村

の
く
ね
く
ね
道
、
救
急
車
に
乗
る
と

い
つ
も
こ
の
辺
り
か
ら
車
に
酔
い
ま

す
。路

線
バ
ス
と
す
れ
違
い
、
運
転
手

さ
ん
に
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
会

釈
を
し
ま
す
。
大
口
開
け
て
歌
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
な
く
て
良
か

っ
た
と
、
内
心
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

直
線
道
路
に
入
り
ア
ク
セ
ル
を
踏

む
と
、
進
行
方
向
に
チ
ョ
ー
カ
ー
の

よ
う
な
月
が
輝
き
ま
す
。
目
線
を
上

げ
た
そ
の
瞬
間
、
月
は
雲
に
姿
を
隠

し
、
私
は
少
し
、
得
を
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。（

次
回
予
定
は
埼
玉
県
）

自
分
の
主
治
医
に
な
る
手
伝
い

ま え か わ きょう こ
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山口県

銀
行
強
盗
の
日

一
八
六
六
年
、
ア
メ
リ
カ
で
西
部
劇
映
画
お
な
じ
み

の
強
盗
団
の
ボ
ス
、
ジ
ェ
シ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
世
界

初
の
銀
行
強
盗
を
敢
行
し
た
。
南
北
戦
争
の
あ
つ
れ
き

か
ら
、
南
部
の
人
た
ち
に
は
英
雄
視
さ
れ
た
。
高
額
賞

金
に
目
が
く
ら
ん
だ
子
分
の
裏
切
り
で
命
を
落
と
す
ま

で
、
銀
行
強
盗
十
一
回
、
列
車
強
盗
七
回
、
強
奪
金
の

総
額
二
十
万
�
、
殺
し
た
人
間
は
少
な
く
と
も
十
六
人

に
も
。
大
悪
人
で
す
。

（
志
）

ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
健
康
日
本

�
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
理
事

長
、高
久
史
麿
自
治
医
大
学
長
）

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
行
っ
た
。

受
験
に
関
し
て
は
、
花
粉
症

の
症
状
が
あ
り
、
受
験
予
定
が

あ
る
十
五
�
十
九
歳
の
男
女
三

百
人
が
対
象
。

「
症
状
が
勉
強
に
ど
の
程
度

影
響
す
る
か
」
の
問
い
に
は
、

「
大
い
に
影
響
」
�
％
、
「
か

な
り
影
響
」
�
％
、
「
い
く
ら

か
影
響
」
�
％
と
、
計
�
％
が

影
響
す
る
と
答
え
、
影
響
度
が

相
当
大
き
か
っ
た
。

対
応
策
の
一
つ
で
あ
る
花
粉

症
薬
の
服
用
で
「
眠
気
を
感
じ

た
か
」
と
聞
く
と
、
「
よ
く
」

９
％
、
「
時
々
」
�
％
、
「
た

ま
に
」
	
％
と
、
約
三
人
に
二

人
に
当
た
る


％
が
眠
気
を
感

じ
て
い
た
。

続
け
て
「
集
中
力
や
判
断
力

の
低
下
を
感
じ
た
か
」
に
は
、

「
よ
く
」「
時
々
」「
た
ま
に
」

を
合
わ
せ
て
、
�
％
が
「
感
じ

た
」
と
答
え
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
し
て
は
、

症
状
が
あ
り
、
車
を
運
転
す
る

二
十
�
六
十
九
歳
の
男
女
千
人

が
対
象
。

運
転
に
「
症
状
が
ど
の
程
度

影
響
す
る
か
」
の
問
い
に
は
、

「
大
い
に
」
６
％
、
「
か
な
り
」

�
％
、
「
い
く
ら
か
」
�
％
と

計

％
以
上
が
影
響
す
る
と
答

え
た
。

服
用
し
た
薬
で
「
眠
気
を
感

じ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
聞
く

と
、
「
よ
く
」「
時
々
」「
た
ま

に
」
を
合
わ
せ
て
計
�
％
が
感

じ
た
と
答
え
て
い
る
。

服
用
後
の
運
転
に
つ
い
て

は
、「
運
転
し
た
こ
と
は
な
い
」

�
％
、
「
眠
気
や
集
中
力
な
ど

の
低
下
を
自
覚
中
は
運
転
を
控

え
た
」
�
％
と
半
数
以
上
（
�

％
）は
運
転
を
控
え
て
い
た
が
、

特
に
対
処
せ
ず
に
運
転
し
て
い

た
人
も
�
％
い
た
。

受験や運転に影響
症状ばかりか薬からも

花
粉
症

受験生や車を運転する人に
とって、花粉症は症状だけで
なく、症状を抑える薬からも
大きな影響を受けている

�

。
こんな花粉症の人のハンディ
キャップを裏付ける結果が昨
年末に行われたアンケートで
明らかになった。

ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

研
修
公
開
講
座
「
人
生
の

危
機

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

は
何
が
で
き
る
か
」
が
、

十
七
日
午
後
一
時

半
か
ら
、
宇
都
宮

市
の
と
ち
ぎ
健
康

の
森
講
堂
で
開
か
れ
る
。

講
師
は
ト
ー
タ
ル
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ス
ク
ー

ル
講
師
の
金
藤
晃
一
さ

ん
。
金
藤
さ
ん
は
自
身
の

不
登
校
、
家
庭
内
暴
力
の

体
験
を
基
に
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
家
庭
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

お
り
、
同
講
座
で
の
講
演

も
今
回
が
三
回
目
。

当
日
は
関
係
団
体
の
交

流
会
な
ど
も
予
定
し
て
い

る
。

入
場
料
は
前
売
り
千
円

（
当
日
五
百
円
増
）
。

（
問
）
特
定
非
営
利
活
動

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
セ

ニ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
�
０
２
８
・
６
２
３
・

７
８
８
０
。

◆

◆

こ
の
講
演
会
に
五
人
を

招
待
す
る
。
希
望
者
は
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
明
記
し
、
〒
３
２

０
�
０
０
２
７
、
宇
都
宮

市
塙
田
二
ノ
五

ノ
一
、
と
ち
ぎ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
セ
ニ
ア

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
十
三
日
必
着
。
当
選

者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ

て
替
え
ま
す
。

▼
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
ス
ト
レ
ス

を
軽
減

ト
マ
ト
や
ミ
カ

ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ピ
ー
マ

ン
、
発
芽
玄
米
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
る
神
経
伝
達
物
質
ガ

ン
マ
・
ア
ミ
ノ
酪
酸
（
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
�
ギ
ャ
バ
）
が
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
さ
せ
る
と
の
調
査

結
果
を
、
静
岡
県
立
大
の
横

越
英
彦
教
授
（
食
品
栄
養

学
）
が
ま
と
め
た
。

横
越
教
授
ら
は
二
〇
〇
六

年
十
月
、
二
十
代
と
三
十
代

の
男
女
二
十
二
人
を
対
象

に
、
平
常
時
と
満
員
電
車
に

乗
っ
て
い
る
最
中
の
唾
液

（
だ
え
き
）
を
採
取
。
唾
液

に
含
ま
れ
、
ス
ト
レ
ス
が
加

わ
る
と
増
え
る
ク
ロ
モ
グ
ラ

ニ
ン
Ａ
と
い
う
物
質
の
量
を

測
定
し
た
。

二
十
二
人
の
う
ち
、
乗
車

三
十
分
前
に
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
百

�
�
摂
取
し
た
十
人
で
は
、

乗
車
中
の
ク
ロ
モ
グ
ラ
ニ
ン

Ａ
の
量
は
平
常
時
の
二
倍
強

だ
っ
た
。

一
方
、
摂
取
し
な
か
っ
た

十
二
人
で
は
平
常
時
の
五
倍

近
く
、
横
越
教
授
は
「
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
が

半
分
以
下
に
軽
減
さ
れ
た
」

と
し
て
い
る
。

▼
体
重
を
気
に
し
過
ぎ
る

と
逆
効
果

体
重
を
頻
繁
に

測
定
す
る
十
代
の
女
性
は
、

食
事
を
抜
い
た
り
下
剤
を
飲

ん
だ
り
す
る
な
ど
不
健
康
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
行
う
傾
向
が

あ
る
が
、
結
局
は
頻
繁
に
測

定
し
な
い
女
性
に
比
べ
体
重

が
増
え
や
す
い
と
の
研
究
結

果
を
、
米
ミ
ネ
ソ
タ
大
の
グ

ル
ー
プ
が
健
康
専
門
誌
に
報

告
し
た
。

グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
九
八

年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か

け
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
中
学
生

と
高
校
生
の
男
女
約
二
千
五

百
人
を
対
象
に
調
査
し
た
。

女
生
徒
の
�
％
近
く
が
「
体

重
を
よ
く
量
る
」
と
答
え
、

こ
の
う
ち
�
％
は
何
ら
か
の

不
健
康
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
実

施
。
一
方
、
頻
繁
に
は
量
ら

な
い
女
生
徒
で
は
、
不
健
康

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は


％
だ
っ

た
。女

子
中
学
生
に
限
る
と
、

よ
く
測
定
す
る
生
徒
は
五
年

間
で
平
均
三
十
三
�
（
約
十

五
�
）
体
重
が
増
え
た
の
に

対
し
、
そ
う
で
な
い
生
徒
の

増
加
は
同
十
九
�
に
と
ど
ま

っ
た
と
い
う
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
参
加
を
宇
都
宮
で
17
日

２０����年（平成１９年）�月��日（土曜日）第３種郵便物認可


